
中学校 国語 課題の具体と指導改善のポイント

【課題】文章の構造や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考
えることに課題がある

４三 正答率 無解答率

和泉市 39.5 32.6

全国
（公立） 50.0 20.7

【出題の趣旨】文章の校正や展開、表現の効
果について、根拠を明確にして考えることが
できるか

【学習指導要領の内容】C読むこと１エ

【評価の観点】思考・判断・表現

【問題形式】記述式

指導改善のポイント

★「読むこと」を通して古典の楽しみ方を理解する
・古典の現代語訳や古典について解説した文章などを教材として適切に取り上げ、

生徒自身が古典の楽しみ方を見い出すことができるよう指導することが大切で
す。

・教科書に掲載されている現代語訳だけでなく、中学生が楽しめるような現代語
訳などを取り上げ、文章の構成や展開、表現の効果などに着目して、工夫され
ているところを考える学習活動が効果的です。

３四 「『判じ絵』の読解の面白さ」と見出しを付けた部分に具体例として示す
「判じ絵」を選択し、その読解の仕方を書く

【課題】自分の考えが伝わるように、
根拠を明確にして書くことに課題があ
る

指導改善のポイント

★自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書く
・根拠が考えや言動の拠り所となるものであることを理解する必要があります。そ

の上で、自分の思いや考えを繰り返すだけではなく、根拠を文章の中に記述する
必要があることを理解して書くことが重要です。その際、根拠として、複数の事
例を示したり、専門的な立場からの知見を引用したりするなど、工夫して書くこ
とができるよう指導することも大切です。

・読み手に伝えたい自分の考えを明らかにした上で、複数の事例の中からどの事例
を自分の考えを支える根拠として取り上げるのかを検討したり、根拠をどのよう
に文章中に記述すると明確になるかを吟味したりする学習活動を取り入れると効
果的です。

４三 現代語で書かれた「竹取物語」のどこがどのように工夫されているかについ
て、古典と比較して書く

【出題の趣旨】自分の考えが伝わる
文章になるように、根拠を明確にし
て書くことができるか

【学習指導要領の内容】B書くこと
１ウ

【評価の観点】思考・判断・表現
【問題形式】短答式

３四 正答率 無解答率

和泉市 60.8 19.1
全国
(公立) 72.1 10.2



６（２） 正答率 無解答率

和泉市 46.6 21.3

全国
（公立） 58.8 10.6

７（２） 正答率 無解答率

和泉市 19.7 38.4

全国
（公立） 33.6 22.8

中学校 数学 課題の具体と指導改善のポイント

【出題の趣旨】目的に応じて式を変形し
たり、その意味を読み取ったりして、事
柄が成り立つ理由を説明することができ
るか

【学習指導要領の領域】A数と式2（1）イ
(イ)

【評価の観点】思考・判断・表現

【問題形式】記述式

６（２）はじめの数にかける数が２、たす数が６ならば計算結果はいつでも３倍
になることの説明を完成する

７（２） 主張について、そのように主張できる理由を箱ひげ図に着目して説明する

★事柄が成り立つ理由について構想を立て、根拠を明確にして説明で
きるようにする

・予想を立て、予想した事柄が成り立つことを説明するために計算結果を表し
た式を見通しを持って、式を変形できるようにすることが大切です。式を立
てるだけでなく、なぜその式になったのか、根拠を明確にして説明する活動
を日常的に授業に取り入れることで、説明をより洗練させていくことができ
ます。

指導改善のポイント

【課題】目的に応じて式を変形
したり、その意味を読み取った
りして、事柄が成り立つ理由を
説明することに課題がある

指導改善のポイント

★目的に応じてデータを収集して分析し、傾向を読み取って批判的に考
察し判断することを通して、統計的に問題解決することができるように
する
・日常生活や社会の事象を題材とした問題などを取り上げ、統計的に問題解決する
ことができるように指導することが大切です。その際、問題を解決するために計
画を立て、必要なデータを収集して分析し、データ分布の傾向を捉え、その結果
を基に批判的に考察し、判断すると言う活動を充実させることが大切です。
なお、インターネットなどの情報通信ネットワークを活用してデータを収集する
場合は、二次的なデータが多くなると考えられるので、誰がどのように調べた結
果か、その信頼性についても批判的に考察する必要がある。

【課題】複数のデータ分析の傾向を比較し、判断の理由を説明することに
課題がある。

【出題の趣旨】複数の集団データの分布の傾向を
比較して捉え、判断の理由を数学的な表現を用い
て説明することができるか

【学習指導要領の領域】Dデータの活用２⑴イ
(ア)

【評価の観点】思考・判断・表現

【問題形式】記述式



【出題の趣旨】社会的な話題に関して読んだことについて、考えとその理由を書く
ことができるかどうかをみる

【学習指導要領の領域】（5）書くこと ウ

【評価の観点】思考・判断・表現

【問題形式】記述式

８（２） 正答率 無解答率

和泉市 17.5 42.9

全国
（公立） 19.5 29.3

中学校 英語 課題の具体と指導改善のポイント

【出題の趣旨】「相手の行動を促す」という言語の働きを理解し、依頼する表
現を正確に書くことができるか

【学習指導要領の領域】（5）書くこと ア

【評価の観点】知識・技能

【問題形式】短答式

９（２）メールの英文を依頼する表現に書き換える ８（２） ロボットについて書かれた英文を読み、書き手の意見に対する自分の考
えとその理由を書く

【課題】基本的な語や文法事項等を理解して自分の考えや理由を書くこ
とに課題がある。

★言語の使用場面やコミュニケーションを行う相手との関係を意識し、
場面や状況に応じた適切な表現を選択できるようにする

・教科書における登場人物の設定を変更し、適切な表現や言い方に直して音読
する活動や、既習の表現を同じ言語の働きごとに分類したり、同じ言語の働き
をもつ表現同士を比較して相違点を考えたりする活動を日常的に行うことが大
切です。

・理解した言語の働きを別の文脈においても活用できるようにするために、異
なる場面や状況を設定して、同じ言語の働きをもつ表現を使い分ける活動を繰
り返し行うと効果的です。

指導改善のポイント

【課題】「相手の行動を促す」という意味を理解しておらず、依頼
する表現をすることに課題がある

指導改善のポイント

★読んだことを基に自分の考えとその理由を書くことができるように
する
・教科書に取り上げられている話題に関する自分の意見や感想を、スピーチの形
式や新聞やホームページなどへの投稿文の形式で書く活動や、他教科等でも扱
われる自然環境、世界情勢、科学技術、平和などの話題に関して読んだ内容を
踏まえて、内容に関する感想、賛否やその理由などを書く活動を取り入れる。

・書いた英文を推敲する際は、コミュニケーションを行う目的や場面、状況等に
応じて適切な内容になっているか、正確に書くことができているかを指導する
必要があります。

９（２） 正答率 無解答率

和泉市 22.4 34.8

全国
（公立） 29.0 24.5


